
ラーメン経典



ラーメン聖典について
ラーメンは食べ物か？否、それは人生である
ラーメンとは、ただの食事ではなく「魂の救済」であり、
「心の充実」であり、そして「命の源泉」である。
世の中に無数のグルメが溢れているが、ラーメンだけが唯一、
真理に通じる「究極の一杯」なのだ。
茨城のラーメンはその聖なる探求の舞台であり、
我々はこの雑誌を「教典」として編纂した。
この一冊を通して、読者には茨城ラーメンという聖域に触れ
る体験をしていただきたい。
まさに、これはラーメン信者による、ラーメン信者のための
「巡礼の書」なのだ。

聖
域
・
茨
城
の
ラ
ー
メ
ン 

〜
地
元
素
材
へ
の
愛
と
狂
気
〜

ラ
ー
メ
ン
信
者
に
捧
ぐ

〜
茨
城
ラ
ー
メ
ン
教
典
と
し
て
の
使
命
〜

 

茨
城
は
ラ
ー
メ
ン
界
に
お
い
て
独
特

の
風
土
を
持
ち
、
そ
の
地
域
に
根
差

し
た
素
材
と
技
法
で
神
秘
の
一
杯
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
霞
ヶ
浦
の
魚

介
を
ス
ー
プ
に
融
合
さ
せ
、
常
陸
牛

の
脂
や
旨
み
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活

か
し
、
さ
ら
に
茨
城
特
産
の
野
菜
が

織
り
成
す
ト
ッ
ピ
ン
グ
…
…
こ
れ
は

も
は
や
「
神
の
恵
み
」
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。
ラ
ー
メ
ン
の
奥
深
さ

を
求
め
る
店
主
た
ち
が
、
地
元
の
素

材
に
限
界
ま
で
こ
だ
わ
る
様
子
は
、

ま
さ
に
信
仰
に
近
い
。
読
者
も
茨
城

の
豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
食
材
の

味
わ
い
に
一
口
ご
と
に
感
謝
を
捧
げ
、

ラ
ー
メ
ン
の
真
髄
に
迫
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
「
茨
城
ラ
ー
メ
ン
教
典
」
は
、
茨
城
県
全
土
に

点
在
す
る
ラ
ー
メ
ン
の
聖
域
を
巡
る
た
め
の
「
信
仰

ガ
イ
ド
」
で
あ
り
、
ラ
ー
メ
ン
を
愛
し
崇
拝
す
る
全

て
の
人
々
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る

食
事
紹
介
の
雑
誌
で
は
な
い
。「
真
理
の
一
杯
」
を
追

い
求
め
、
神
に
等
し
い
ラ
ー
メ
ン
へ
の
崇
敬
を
示
す

「
信
仰
の
書
」
な
の
だ
。
茨
城
ラ
ー
メ
ン
の
秘
技
と
歴

史
を
学
び
、
地
元
の
素
材
と
味
の
奥
深
さ
に
触
れ
、

そ
し
て
ラ
ー
メ
ン
に
対
す
る
敬
意
を
新
た
に
し
て
ほ

し
い
。
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巡
礼
の
地
・
茨
城
の
聖
堂
た
ち

真
理
を
求
め
る
者
よ
、
扉
を
開
け
、
そ
し
て
味
わ
え
。

聖
地
巡
礼
：
牛
久
市
「
ラ
ー
メ
ン
山
岡
家 

1
号
店
」

 

全
国
に
展
開
す
る
人
気
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
「
山
岡
家
」
の

原
点
、
そ
れ
が
牛
久
市
に
あ
る
1
号
店
だ
。
創
業
の
地
で
味
わ

う
豚
骨
醤
油
ラ
ー
メ
ン
は
、
濃
厚
で
パ
ン
チ
の
あ
る
ス
ー
プ
と

も
ち
も
ち
の
太
麺
が
絶
妙
に
絡
む
、
ま
さ
に
「
山
岡
家
の
神

髄
」。
国
道
沿
い
を
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の
胃
袋
を
掴

み
続
け
る
そ
の
味
は
、
疲
れ
た
体
を
元
気
づ
け
る
一
杯
だ
。 

 

1
号
店
な
ら
で
は
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
と
赤
い
看
板
は
、
山
岡

家
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
。
麺
の
硬
さ
や
ス
ー
プ
の
濃

さ
を
自
由
に
調
整
で
き
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
楽
し
さ
も
健
在

だ
。
巡
礼
者
た
ち
よ
、
山
岡
家
の
歴
史
を
感
じ
つ
つ
、
原
点
の

一
杯
を
味
わ
い
に
足
を
運
べ
！

〜
ラ
ー
メ
ン
職
人
た
ち
の
奥
義
〜

茨
城
の
ラ
ー
メ
ン
店
は
単
な
る
飲
食
店
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
聖
堂
」
で
あ
り
、
そ
こ
に

立
つ
店
主
は
「
司
祭
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
杯

に
命
を
吹
き
込
み
、
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
神
を
崇

拝
す
る
よ
う
に
そ
の
味
を
極
め
続
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
長
年
の
試
行
錯
誤
を
経
て
編
み
出
し

た
秘
伝
の
ス
ー
プ
や
、
朝
か
ら
晩
ま
で
丹
念
に

仕
込
ま
れ
る
タ
レ
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
特
注

の
麺
…
…
。
彼
ら
は
味
の
完
璧
を
追
求
し
、
ラ

ー
メ
ン
作
り
を
超
え
た
「
儀
式
」
を
毎
日
繰
り

返
し
て
い
る
の
だ
。
本
誌
で
は
、
そ
う
し
た
店

主
た
ち
の
情
熱
と
哲
学
に
迫
り
、
彼
ら
が
い
か

に
し
て
真
理
の
一
杯
を
追
求
し
て
い
る.
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茨城ラーメン界に突如として現れた新星「達磨次郎」。
最近水戸にできた、この二郎インスパイア店は、その衝撃の価格と 
茨城県産の厳選した豚頭のみを使い6当店でしか再現出来ない特別
な製法によってつくる「茨城豚骨スープ」
のパンチで、ラーメンに革新をもたらしている。

私ども株式会社豚骨堂は 「とんこつ家」 「高菜」 「豚骨堂｣ というそれ
ぞれのステージで、 茨城県という国内有数の養豚地で 「茨城豚骨」 ブ
ランドを発信しております。

創業以来、 茨城県産の厳選した豚頭のみを使い6当店でしか再現出来
ない特別な製法によってつくる「茨城豚骨スープ」にこだわり続け
ています。

この世には、 様々ならーめんが日々誕生しています。 私どもは、ど
のらーめんにも敬意を払いその味を生み出した人々の想いをリスペ
クトし､ その上で「私どもが創ったら・・・」というテーマを持って
様々ならーめんを研究してきました。

革新の光：水戸市【達磨 次郎】

達磨次郎からの言葉

[月~金]
ランチ:11:00〜15:00 LO14:30
ディナー:17:00〜22:00 LO22:00
[土・日]
11:00〜22:00 LO22:00
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神の１杯 達磨次郎のイカれたメニュー

＜これが俺らの二郎系インスパイア＞
茨城豚骨× 特製醤油【 達磨 】

880円

濃厚にぼしの二郎系インスパイア！ 
【にぼ達磨】】

930円

＜特製辛味噌の二郎系インスパイア＞
茨城豚骨× 旨辛味噌【 みそ達磨 】

930円
茨城豚骨スープに特製醤油を合わ
せ 「オーション」を使った自家製
極太麺で仕上げる一杯は食べごた
え抜群です。
悪魔の白い粉・化学調味料を極力
使わず人を選ばない、女性やお子
様ご年配の方々にも愛される味を
目指し、 誰もが安心して長年食べ
続けられるよう作りました。
私たちの渾身の一杯です。

茨城豚骨スープに、 なんと濃厚煮干
しを合わせ「オーション」を使った
自家製極太麺と濃厚煮干しのビター
感と背脂の甘味を味わう一杯。
G系が持つパンチカを活かしつつ魚
介の持つオトナ味が奇跡的に調和
し、あとを引く旨さに驚きます。
野菜等は勿論、煮干しと相性抜群の
玉ネギもデフォでトッピングされニ
ボが苦手な方でもハマります。
これ絶対旨いやつ♪です。

茨城豚骨スープに特製旨辛味噌を
合わせ「オーション」を使った自
家製極太麺で仕上げました。
麺のワシワシ感とにんにく、そし
て脂、野菜、味噌。
これらが合わないわけがありませ
ん。
叉焼と野菜の甘みと辛味噌のバラ
ンスが絶妙で一度食べたら病みつ
きになる味です。
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地
元
愛
の
結
晶
：
ひ
た
ち
な
か
市

「
す
た
み
な
ら
ー
め
ん
え
む
ず
」

茨
城
の
ラ
ー
メ
ン
文
化
に
お
い
て
、
隠
れ
た
名
店
と
呼
ば
れ
る
存

在
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る
「
す
た
み
な
ラ
ー

メ
ン 

え
む
ず
」
だ
。
ボ
ロ
ボ
ロ
と
す
ら
言
わ
れ
る
店
舗
外
観
は
、

一
見
す
る
と
た
だ
の
昭
和
の
ラ
ー
メ
ン
屋
。
し
か
し
、
こ
の
店
に

足
を
踏
み
入
れ
、
一
杯
を
味
わ
っ
た
瞬
間
、
そ
の
見
た
目
か
ら
は

想
像
も
つ
か
な
い
圧
倒
的
な
実
力
に
驚
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。「
え

む
ず
」
は
、
す
た
み
な
ラ
ー
メ
ン
の
真
髄
を
知
る
者
に
と
っ
て
、

間
違
い
な
く
“
最
高
峰
”
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
店
だ
。 

 

す
た
み
な
ラ
ー
メ
ン
と
は
、
濃
厚
な
味
噌
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
に
ス

タ
ミ
ナ
満
点
の
具
材
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
茨
城
発
祥
の
ロ
ー
カ
ル

ラ
ー
メ
ン
。
そ
の
中
で
も
「
え
む
ず
」
の
一
杯
は
、
味
噌
の
深
い

コ
ク
と
ニ
ン
ニ
ク
の
風
味
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
一
口
食

べ
る
だ
け
で
体
中
に
力
が
み
な
ぎ
る
。
特
製
の
甘
辛
い
豚
ホ
ル
モ

ン
と
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
が
ス
ー
プ
に
溶
け
込
み
、
ラ
ー
メ
ン
全
体

に
奥
深
い
旨
味
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
ス
ー
プ
と
も
ち
も
ち
の
太

麺
の
相
性
が
抜
群
で
、
一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
「
す
た
み

な
」
の

真

骨

頂

を

体

感

で

き

る
。 

 

一
方
で
、
こ
の
店
を
訪
れ
る
に
は
少
々
の
覚
悟
が
必
要
だ
。
ま

ず
、
駐
車
場
は
小
さ
く
入
り
づ
ら
い
。
運
転
に
自
信
が
な
い
と
躊

躇
し
て
し
ま
う
狭
さ
だ
。
そ
れ
で
も
多
く
の
人
々
が
こ
の
店
を
訪

れ
る
理
由
は
、
そ
の
一
杯
の
た
め
。
週
末
と
も
な
る
と
店
先
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
、
待
ち
時
間
は
ザ
ラ
に
1
時
間
を
超
え
る
。
そ

れ
で
も
「
え
む
ず
」
の
す
た
み
な
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
後
に
は
、

並
ん
だ
甲
斐
が
あ
っ
た
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。 
 

さ
ら
に
、
こ
の
店
が
地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る
理
由
は
味
だ
け
で
は

な
い
。
店
主
と
ス
タ
ッ
フ
の
気
さ
く
な
人
柄
も
、
こ
の
店
の
魅
力

の
一
つ
だ
。
時
折
冗
談
を
交
え
な
が
ら
接
客
す
る
店
主
の
笑
顔

は
、
常
連
客
に
と
っ
て
も
初
め
て
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
温
か
い

印
象
を
与
え
る
。
店
内
は
古
び
て
い
る
が
、
ど
こ
か
居
心
地
の
良

い
雰
囲
気
が
漂
い
、
ま
る
で
友
人
の
家
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い

る

よ

う

な

安

心

感

を

覚

え

る
。 

 「
え
む
ず
」
は
、
派
手
さ
や
都
会
的
な
洗
練
を
求
め
る
人
に
は
不

向
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ラ
ー
メ
ン
そ
の
も
の
の
力
で
勝

負
す
る
こ
の
店
は
、
す
た
み
な
ラ
ー
メ
ン
の
愛
好
家
に
と
っ
て
聖

地
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
え
む
ず
」
へ
向
か
う
こ
と
は
、

茨
城
ラ
ー
メ
ン
巡
礼
の
中
で
も
一
つ
の
挑
戦
で
あ
り
、
発
見
で
あ

る
。
す
た
み
な
ラ
ー
メ
ン
の
真
髄
を
味
わ
い
た
い
な
ら
、
迷
わ
ず

「
え
む
ず
」
を
訪
れ
る
べ
し
！

地元愛の結晶：ひたちなか市「すたみならーめんえむず」
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ラーメン道を貫く者の心得「罪（ギルティ）8か条」
ラーメンを軽んじる者よ、聞け。ここに記す八つのルールを破ること、それは
即ち”罪（ギルティ）”である。ラーメン界に身を置く者ならば、この掟を心
に刻み、己の魂を清めるべし。ミーハー心でラーメンに触れることなど、断じ
て許されない。これらを破れば、ラーメンの神は背を向けるだろう。 

第壱条：スープを敬え

第五条：店主の情熱を感じよ

第弐条：麺をすすれ

第六条：店のルールを守れ

第参条：熱々を食せ

第七条：自分の舌を信じよ

第四条：トッピングに溺れるな

第八条：ミーハー心を捨てよ

ラーメンの命たるスープを無視する者
は、ラーメンを冒涜する者だ。一口目は
必ずスープを味わい、その深淵を感じ取
れ。スープを残すことなど以ての外。 

ラーメンは店主の魂そのもの。その努力
を軽視し、適当に食べ散らかす者は、己
の罪深さを知るべし。真心を込めた一杯
には真摯に向き合え。

すすり音を恐れる者は、ラーメンへの敬
意が欠けている。「麺をすすり、風味を
感じ、ラーメンと対話せよ」。音を立て
ずに食べる者は、罪深き者なり。 

食券制、セルフサービス、営業時間。それ
ぞれの店に宿る文化を無視する者は、ラー
メンの世界への冒涜者。規則を破る者にラ
ーメンの真髄を味わう資格はない。

ラーメンは命短き芸術。湯気が立つその
瞬間こそが絶頂である。余計な会話や
写真撮影で麺を伸ばす者は、ラーメンを
殺す者だ。

「SNSで人気だから」「友達が美味しいと
言ったから」。そんな曖昧な理由で店を
選び、味を評価する者は罪人である。己
の舌でラーメンと向き合え。

ラーメンはトッピングが主役ではない。
味を引き立てるはずのトッピングを自己
満足のために盛りすぎる者は、その一杯
の美を壊す者である。

ラーメンを単なる流行やSNS映えの手段
にする者よ、即刻その愚行をやめよ。ラ
ーメンは一過性のブームではなく、食の
哲学であり、職人の信念の結晶だ。その

最
後
に
：
ラ
ー
メ
ン
の
神
に
背
を

向
け
る
者
た
ち
へ

　
こ
れ
ら
を
破
る
者
に
救

い
は
な
い
。「
罪
（
ギ
ル
テ

ィ
）」
を
重
ね
、
ラ
ー
メ
ン

を
軽
ん
じ
る
者
よ
。
そ
の

舌
は
鈍
り
、
そ
の
心
は
浅

く
な
る
だ
ろ
う
。
我
ら
が

こ
の
一
杯
を
敬
い
し
者
た

ち
は
、
ラ
ー
メ
ン
の
神
に

見
守
ら
れ
る
。
さ
あ
、
今

す
ぐ
そ
の
偽
り
の
態
度
を

捨
て
、
ラ
ー
メ
ン
に
誠
心

誠
意
向
き
合
う
の
だ
！
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ラーメン教徒へのメッセージ：これからの道
ここに記された教典は、あくまで道しるべにすぎない。ラーメン界の広さ、奥深さをすべ
て収めることなどできないのだ。この本を閉じるとき、君は次にどの店へ行くか、どのラ
ーメンを食べるかを決めているかもしれない。だが、ラーメン道は目的地を持つだけでは
不十分だ。むしろ大切なのは、過程を楽しみ、道中での新たな出会いに心を開くことであ
る 。 
 
これまで君が食べてきたラーメンを思い返してみてほしい。あの濃厚な豚骨醤油、あのさ
っぱりとした塩ラーメン、あのスープたっぷりのつけ麺。それぞれに個性があり、それぞ
れにストーリーがあっただろう。その中で、「一番の一杯」を思い浮かべてほしい。そして
次の瞬間、自分に問いかけてみるのだ。「次なる一杯は、この一杯を超えるものだろうか？」
と 。 
 
ラーメン道は終わることがない。味の変化を楽しむもよし、新たな店舗を開拓するもよし。
同じ店に通い詰めてその進化を見守るのも素晴らしい選択だ。大切なのは、君自身がその
一杯にどれだけ真剣に向き合うかだ。ラーメンを流行や一時の娯楽と捉えるのではなく、
自 分 自 身 の 感 性 を 磨 く た め の 道 具 と 考 え て み て ほ し い。 
 
そして、決して忘れてはいけないことがある。それは、ラーメンの真髄はその店主の手か
ら君の前に運ばれる瞬間にあるということ。大切なのは、その場でしか味わえない一期一
会の感動を受け止めることだ。次に同じラーメンを食べたとき、微妙な変化を感じ取れる
かもしれない。その積み重ねが、君を真のラーメン愛好家へと導くだろう。 
 
この教典を読み終えた君は、すでに新たな一杯への準備が整っているはずだ。この本を手
に、ぜひ茨城の地でラーメンの魅力を再発見してほしい。そしていつか君自身がラーメン
教 徒 の 一 人 と し て、新 た な 教 典 を 作 り 上 げ る 日 が 来 る か も し れ な い。 
 
ラーメンの神は、誠実な者に微笑む。どうかその一杯を大切にし、その背後にある物語を
感じ取ってほしい。君のラーメン道がこれからも充実したものになることを、心より願っ
て い る 。 
 
―― 完 ―― 
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